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おばちゃんの趣味の延長で
コヒーとケーキを振る舞う。

住み手の選択によって
開き方は異なる。

おばちゃんのコヒーを
片手に読書ができる。

土手から畳でくつろぐ
姿が見える。

反対側へ通り抜ける

住み手が設置する。
いつも登れるとは限らない。

住み手がお風呂を開放。
ちょっとした銭湯になる。

車が停車していない時もある。
子どもの遊び場所になる。

隙間から土手の木々が見える。

おじいちゃんとおばちゃん
の生活空間は段差がない。

床下は子どもの隠れ家になる。

部分的にポリカーボネート
のため上の活動の影が下から見える。

土手より少し低い。 BBQやテントをはって、
天体観測もできる。

お母さんが下で洗濯を
している様子が見える。

お母さんの料理好きの延長で
ちょっとした食堂になるかもしれない。

ぐるりと反対側のカーポート
まで探検することができる。

室内も 600mmの隙間が生まれる。
寝転んで何をしようかな。

反対側まで抜けているため
見通しが良い。

住み手生活濃度が濃くなってくる。

段差によって外の風景の
見え方が異なる。

グレーチングをはめたり、
取り外すことができる。

この屋根によってきれいな
フレーミングができる。

お父さんとお母さんが土手を
眺めながらお酒を飲む。

今日はお父さんが占拠している。

住み手によって改造できる。

お母さんの部屋。

子どもの成長に合わせて
仕切り方が変化する。
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□延床面積 : 178 ㎡
□敷地面積 : 200 ㎡ 
□建築構造 : RC 造 / 一部 S造
□家族構成 : 祖父・祖母・父・母・息子・娘

△ GL

△ 1FL ＋50

2FL ＋2850△

＋450

3FL ＋5650△

最高高さ ＋8650△

その時の天候や気分によって好きなように過ごす。
冬はポリカーボネートで塞ぐことで、眠気覚ましの読書に最適
だ。両親と喧嘩をしたときには、真ん中にバリケードを築く。
また、将来的に増、減築が可能な外周部でもある。

カーポートと住宅のあいだにある階段は土手の階段の正面
にある。住み手の選択によって 800mmの階段を設置の有
無が決まる。選択によってカーポート上の使われ方は幅広
く変化する。

北側は鉄骨造と RC造が混ざり合う。
鉄骨造に位置する、父の書斎の真下の空間は高さは
450ｍｍで子どもにとってちょっとした隠れる場所
となる。

東側 3階を見て 南側正面を見て 北側正面を見て

【市街地を歩いて】

福井は雪の影響から陸屋根が目立つ。同時に屋上空間やベランダな
ど水平に広がる空間が大きい。また世帯当たりの車の保有台数が多
いため敷地に対するカーポートの面積も大きい。しかし、これらの
空間は住宅の内部空間と切り離されているように感じる。特徴的な
要素を再構築し、生活の豊かさとは何かを考えた。

【計画敷地】

敷地は福井市に流れる足羽川の土手沿い。
道路から 3000mm程高い土手からは様々な発見が
できる。橋を渡る宅配便の車、自転車で通学する学
生、散歩をする老夫婦、幼い子とお母さんがピック
ニック、風の強さ、川の流れなど様々な時間の流れ
がこの土手では混在する。

【設計手法】

カーポート ベランダ

波板 陸屋根100 m

N ��N

住宅の内部空間と切り離されるカーポートとベランダ。
住宅の内部から延長したスラブとして再解釈してみる。

家

カーポート カーポート

ベランダ

カーポート 土手

敷地の上にカーポートの屋根と２階階高を連
続させた人口地盤（土間）をひいてみる。

内部空間である RC造の周りに S造を
巻き付けてみる。

内部空間から外部へと延長するのか。
外部空間から内部へ空間延長するのか

視線の広がり

日光・雨から守られる

住み手が 450mmのリブを基準に床や
家具を配置し空間をつくる

ある時は机になり、椅子になる。
外部空間が内部空間になることもある。

A-A` 断面図　縮尺１：75

1 階配置平面図　縮尺 １：75 ２階平面図 ３階平面図

即　興　の　連　続 ～あいだにたつこと～
住宅は新築で完成なのか．．．。
住み手がその時の天候で内部と外部の
境界を無意識に考える。時間が経ち、
子ども部屋に乾式の壁を建て新たな住
民が住むかもしれない。住み手が即物
的な工夫の連続をするには、日常に潜
む小さな発見であろう。そんな小さな
発見ができることが生活の豊かさに繋
がるのかもしれない。


